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第1章　 緒 言 な らび に 文 献

私 は本 論文 第1編 に お い て真 正癲 癇 お よ び非癲 癇

患者 の 大脳 皮 質 の燐 酸 代 謝 に つ い て,第2編 に お い

て潜 在性 脳 局 「ア」 家 兎 の燐 酸代 謝 につ い て報 告 し

た.

真 正癲 癇脳 お よ び非癲 癇脳 の燐 酸代 謝 の研 究 の さ

い,検 査材 料 と して は 治療 の 目的 で剔 除 した大脳 皮

質 を もちい たの で あ るが,こ れ らの手 術 に あ た り,

一部 の患 者 につ い て は エー テ ル に よ る全 身麻 酔 下 で

お こな われ たの で,エ ー テル麻 酔 が 剔 出 した大 脳 皮

質 の燐 酸 代 謝 に,い か な る影響 をお よぼす か につ い

て,検 討 してみ た い と考 え本 実 験 を お こなつ た.

エー テル麻 酔 に よ る物質 代 謝 の 異 常 と して は多 く

の報 告 が な され て い る.す な わ ち, Brewster16)は

エー テル 麻 酔 時 に お いて は血糖 値 が 正 常 値 の2倍 あ

る いは それ 以上 に上 昇 す る こ とを報 告 して い る.そ

して そ の原 因 は 副腎 髄 質 に よ るepinephrineの 分 泌

増 加 と,肝 臓 を支 配 して い る交 感 神 経 の刺 激 とに よ

る もので, hyperglycemiaに ひ きつ づ きacidosisが

惹 起 され, epinephrineの 過 剰分 泌 に よ り血 清bicar

bonateの 減 少,乳 酸 の増 加,血 清Kの 減 少 が 起 る こ

とな どを明 か に して い る.し か し一 方Beecher17)は

acidosisは 犬 で は起 るが成 人 で は起 らな い こ とを 報

告 して い る.山 村18)は エ ー テル 麻 酔 に よ り血 清 中 の

Na, Clは わず か に減 少 し, Kは 著 明 に減 少 す る こ

と,宮 内19),森 重20)ら は血 清 コ リンエ ス テ ラー ゼ活

性値 の減少,中 島21)は 血 球 フオ ス フ ァ ター ゼ の 減少

す るこ とを報 告 して い る.

第2章　 実 験 方 法

第1節　 実 験動 物

体重2kg前 後の健康な白色成熟家兎をもちいた.

第2節　 麻酔の方法

エーテルの開放点滴麻酔により,家 兎を10分間深

麻酔の状態に保ち,直 ちに断頭してその大脳皮質を

使用した.

第3節　 32Pの 調製

第1編 と同様,英 国製Amersham, The Radi

ochemical Center製 の32Pを 蒸溜水で1μc/ccに 稀

釈 して使用した.

第4節　 実験方法

実験系および各種燐酸化合物分離の方法は,第1

編 とまつた く同様におこない,溶 酸性無機燐酸分劃,

溶酸性有機燐酸分劃,燐 脂質分劃,核 酸分劃,燐 蛋

白質分劃とに分離した.

試料の放射能測定法ならびに成績記載の方法も第

1編,第2編 と同様におこなつた.

第3章　 実 験 成 績

実験成績は第1表 に示すごとくで,各 分劃の時間

的変動の状態は第1～5図 で表わした.こ のグラフ

のΔはエーテル麻酔家兎群,● は正常家兎群で,そ

の平均値はエーテル麻酔家兎は〓---〓,正 常家兎

は〓-〓 で示した.

第2章 に述べたごとき実験系をincubateし, 1時

間, 3時 間, 6時 間, 12時間, 24時間目にSchneider

の方法に準じて,溶 酸性無機燐酸分劃,溶 酸性有機

燐酸分劃,燐 脂質分劃,核 酸分劃,燐 蛋白質分劃に

分離した.

第1節　 溶酸性無機燐酸分劃

第1図 に示すごとく,エ ーテル麻酔家兎例では平

均1時 間目90.6%, 3時 間目92.7%, 6時 間目94.7

%, 12時間目95.6%, 24時間目96.0%で あり,各 時
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間 の 正 常 家 兎平 均 値 は91.5%,

 93.3%, 94.7%, 95.9%, 96.0%

で,各 時 間 に お け る両 群 の平 均値

は ほ とん ど同 一 で, incubate後1

時 間 目に最 低 値 を示 し,以 後 漸次

増 加 す る.

第1表

エーテル麻酔家兎の32Pの 移行割合(%)　 正常家兎の32Pの 移行割合

第1図　 溶酸性無機燐酸分劃の32p移 行割合

正常家兎
正常家兎平均値

エーテル麻酔家兎
エーテル麻酔家兎

平均値

第2節　 溶酸 性 有 機 燐 酸分 劃

第2図 に 示す ご と く,各 時 間 の

平 均 値 は,エ ー テル 麻 酔 家 兎 例 で

は2.7%, 2.2%, 2.4%, 2.0%,

 1.7%で,正 常 家 兎 例 で は2.0%,
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2.3%, 2.1%, 1.6%, 1.6%で,

エ ーテル麻 酔 家 兎 群 が対 照 群 に

比 し,や や高 い値 を と るよ うで

あ るが,ほ とん ど有 意 の差 は認

め難 い. incubate後 工ー テル 麻

酔 家兎 例 は1時 間 で最 高 の 値 を

と るが,正 常 家 兎 例 で は3時 間

目に最 高 の 値 を とり,以 後 徐 々

に減少 して12時 間 以 後 は安 定 す

る.

第3節　 燐 脂 質分 劃

第3図 に 示す ご と く,移 行 の

割 合 は両 群 と もきわ め て少 く,

エー テル 麻酔 家 兎 の 各時 間 の 平

均 値 は0.2%, 0.1%, 0.1%,

 0.1%, 0.1%で,正 常家 兎例 で

は0.4%, 0.3%, 0.3%, 0.2%,

 0.1%で,エ ー テ ル 麻 酔 家 兎 の

移 行 の割 合 は正 常 家 兎 に比 しわ

ず か に減 少 して い る.時 間 的変

動 は両群 と もincubate後1時 間

以 内 で最 高 とな り以 後 減 少す る

が,そ の時 間 的 変化 は き わめ て

少 い.

第4節　 核 酸分 劃

第4図 に 示す ご と く,エ ー テ

ル 麻酔 家 兎 の各 時 間 の平 均 値 は

6.2%, 4.0%, 2.8%, 1.9%,

 1.8%で,正 常 家 兎 で は5.2%,

 3.4%, 2.4%, 1.7%, 1.6%で,

両者 の移行 の 割 合 は ほ とん ど同

じで, incubate後 急 激 に増 加 し,

 1時 間 で最 高 とな り,時 間 の 経

過 と ともに減 少 し, 12時 間 以 後

は安定 し,以 後 ほ とん ど変 化 し

な い.

第5節　 燐 蛋 白 質分 劃

第5図 の ご と く,各 時 間 の エ

ー テル 麻 酔 家 兎平 均 値 は0 .5%,

 0.5%, 0.4%, 0.4%, 0.4%,

正常 家兎 平 均値 は0.8%, 0.7%,

 0.6%, 0.6%, 0.6%で,エ ー テル 麻 酔家 兎例 は対

照例 に比 し,や や 移 行 の 割 合 が低 いが,有 意 の差 と

は認 め難 い. incubate後1時 間 目 まで 増 加 し,以 後

徐 々に減 少 し, 6時 間 以 後 は 安定 す る こ と は両 者 と

も同様である.

第2図　 溶酸性有機燐酸分劃の32P移 行割合

第3図　 燐脂質分劃の32P移 行割合

第4図　 核酸分劃の32P移 行割合

第5図　 燐蛋白質分劃の32P移 行割合

第4章　 総括ならびに考按

工ーテル麻酔が大脳皮質の燐酸代謝に影響を及ぼ
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すか否かを検するため,エ ーテル麻酔をおこなつた

後剔出した家兎大脳皮質につき32P incorporationの

検索をおこない,エ ーテル麻酔家兎は対照例に比 し,

燐蛋白質分劃において,移 行割合がやや低下する傾

向があるが,有 意の差は認め難 く,各 種燐酸分劃へ

の32P incorporationの 割合はエーテル麻酔により

ほとんど変化 しないことをみとめた.

すなわち,生 体内燐酸代謝の総括的indicatorと

考えられる溶酸性無機燐酸分劃において,エ ーテル

麻酔家兎群は対照群とほぼ同一の値をとり,両 群と

も1時 間目までは減少 しているが, 1時 間以後漸次

増加することをみとめた.こ のことは総括的にみて,

あらかじめエーテル麻酔をかけたものでも,剔 出し

た大脳皮質の燐酸代謝はほとんど正常のものと相異

がないようである.

これを各分劃について検討してみれば,溶 酸性有

機燐酸分劃は両群とも, 1～3時 間目頃にpeakを

有するcurveと なり, 12時間以後は安定する.移 行

の割合もほとんど同一である.

燐脂質分劃はエーテル麻酔家兎群は対照に比 し,

 incorporationの 割合がやや低いが,こ の分劃への

移行量はきわめて少いため,測 定誤差を考慮にいれ

るならば,有 意の差があるとは判定 し難い.時 間的

変動は両群ともほぼ同一の経過をとり, 1時 間目ま

で増加し,以 後減少するが12時間以後は,ほ とんど

変化 しない.

核酸分劃ほ両群ともincubate後 急激に増加する

が, 1時 間目を過ぎると減少 し, 12時間以後は安定

す る. incorporationの 割合も両群と もほぼ同一で

ある.

燐蛋白質分劃も両群とも1時 間目にpeakを 有す

るcurveと なり6時 間以後は安定する. 32Pの 移行

割合もやや麻酔家兎では低い傾向を有するが,有 意

の差は認めがたい.

以上 これらの成績を総括するに, 32Pが 種々の燐

酸化合物へ転化する活性を比較測定する場合,私 の

おこなつた実験においては,あ らかじめエーテル麻

酔をおこなつて断頭剔出 した大脳皮質をもちいても,

その32Pの 種々なる燐酸化合物への転化の活性は,

エーテル麻酔をおこなわなかつたものにくらべ,ほ

とんど変化がないことがわかつた.

他方諸家の報告によれば,麻 酔時における種々の

物質代謝の異常 として,エ ーテル麻酔時には血糖値

が2倍 あるいはそれ以上に上昇すること16), acidosis

の惹起16),血 清bicarbonateの 減少16),乳酸の増加

16),血清K, Na, Clの減少16) 18),血清コリンエステ

ラーゼ活性値の減少19) 20),血 球フオスフアターゼの

減少21)などが知られている.し かし,こ れらの観察

は麻酔下における変化であり,か かる条件下では,

これらは当然考えられるべき変化であろうし,ま た

32Pの種 々燐酸化合物への転化の様子も麻酔下では,

おそらくは異つて くるであろうと考えたのであるが,

私がここで問題にしているのは,エ ーテル麻酔下に

おける32Pの 転化の活性を しらべるのではなく,あ

らかじめ麻酔 されていた動物の脳組織の32P転 化の

活性が,麻 酔 されていなかつた対照動物の活性とど

のように異るかということである.

すなわち,私 のおこなつた実験により, 32Pの 種

々なる化合物への転化の活性は,生 体から脳を剔出

す るさい,エ ーテル麻酔をおこなつても,そ の後の

活性にはほとんど影響がないことを知つた.私 はさ

きに,第1編 において真正癲癇患者および非癲癇患

者の大脳皮質のhomogenateを もちい, 32Pの 種々

の燐酸分劃への移行の割合を比較 したが,そ のさい,

患者のあるものはエーテル麻酔下で手術がおこなわ

れているので,そ のエーテル麻酔が私のおこなつた

実験に,ど のような変化をおよぼすかについて,や

や杞憂の念をいだいていたのであるが,第3編 の本

実験の結果よりみて,第1編 の成績についてはエー

テル麻酔による影響については,ほ とんど考えなく

てもよいであろうということがわかつた.

第5章　 結 論

エーテル麻酔をおこなつて剔出した家兎大脳皮質

における32Pの 溶酸性無機燐酸分劃,溶 酸性有機燐

酸分劃,燐 脂質分劃,核 酸分劃,燐 蛋白質分劃への

移行の割合を正常家兎と比較 したが,両 者の間には

ほとんど活性の相違をみとめず,エ ーテル麻酔の影

響はほとんどないことを知つた.

擱筆するにあたり,終 始御懇篤なる御指導ならび

に御校閲をたまわつた恩師陣内教授に深謝する.
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Phosphoric Acid Metabolism in Cerebral Cortex

Part III Phosphoric acid metabolism in cerebral cortex of 

rabbit anesthetized with ether

By 

Tohru HIGASHI

Department of Surgery and Neurological Surgery, Okayama University Medical School
(Director: Prof. Dr. D. Jinnai)

Phosphoric acic metabolism in the rabbit cerebral cortex, which was taken out after 

ether anesthesia, was studied in vitro by the same method described in Part I. As the con

trol, the normal rabbit cerebral cortex was used.

Among these two groups, no significant difference of the 32P incorporation into each 

phosphoric acid ffaction was observed.


